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特別企画：大分県企業メーンバンク調査 

 

 
 
 

 

 

 

はじめに 

2017 年も引き続き、地方銀行の大型再編が注目された 1 年だった。2017 年 2 月には三重県を

経営地盤とする第三銀行と三重銀行が経営統合を発表。3 月には近畿で関西アーバン銀行・近畿大

阪銀行・みなと銀行の 3 行が、4 月には北陸で第四銀行と北越銀行の 2 行がそれぞれ経営統合す

ることを発表した。 

北海道拓殖銀行の経営破たん以降、金融機関同士の経営統合・再編は大手銀行が中心になって

行われてきた。しかし、近年は日本銀行のマイナス金利政策による貸出金利低下や人口減少のほ

か、フィンテック等の技術革新を通じた異業種の金融分野進出などにより、経営環境が大きく変

わりつつある。 

帝国データバンク大分支店では、2017 年 10 月末時点の企業概要データベース「COSMOS２」

（約 147 万社収録、特殊法人・個人事業主含む）から、大分県に本店を置く企業 1 万 5933 社が

メーンバンクと認識している金融機関について抽出し、集計した。 

なお、大分県内における同調査は 2016 年 12 月に続き 5 回目。 

 

 

 

 

 

調査結果（要旨） 

1. 県内企業のメーンバンク 1位は大分銀行、2位は豊和銀行、3位は大分みらい信金。この 3行

で全体の 7割以上を占める。県外行トップは 6位の伊予銀行 

2. 業種別でも、大分銀行が全業種でトップ。2位は 5業種で豊和銀行、大分みらい信金と大分県

信組が各 1業種 

3. 売上規模別でも、すべての規模で大分銀行がトップ。売上規模が小さい企業には県内信金が

食い込めているが、売上規模が大きい企業では県外行やメガバンクのシェアが高い 

※本調査は帝国データバンクが独自に調査・保有している企業概要データベース「COSMOS２」に収録された企

業データであるため、各金融機関がメーンとして認識する実数と異なる場合がある。また、一企業に複数のメーン

があるケースでは、企業が最上位として認識している金融機関をメーンバンクとして集計した 

大分銀行の県内シェアは 50.82％ 

～上位 5 行を地元金融機関が占める～ 
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１．上位 20 行ランキング 

 大分県内の企業がメーンバンクとして認識している金融機関の 1 位は大分銀行で、企業数は

8097 社（シェア 50.82％）。2位は豊和銀行で 1814 社（同 11.39％）。3位は大分みらい信金で 1615

社（同 10.14％）。上位 3行合計で 1万 1526 社、全体の 7割以上を占めている。1位の大分銀行は

2位以下を大きく引き離しシェアは圧倒的である。 

 県外行はトップが 6位の伊予銀行で、以下 7位の西日本シティ銀行、9位の福岡銀行と続き、メ

ガバンクは 13 位にみずほ銀行が入った。 

 全国のメーンバンク社数ランキングで大分銀行は 37 位となった。 
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２．業種別上位 10 行ランキング 

主要業種別の上位 10 行ランキングは下記のとおり。いずれの業種でも大分銀行が 1位となって

おり、中でもサービス業のシェアが 59.78％と最も高い。2 位は 5 業種で豊和銀行となっており、

小売業では大分みらい信金、運輸・通信では大分県信組が入っている。業種によって 2 位以下の

序列に違いはあるものの、大分銀行、豊和銀行、大分みらい信金、大分県信組、大分信金の県内 5

行が上位 5位以内を占めている。県外行は運輸・通信の 5位に伊予銀行が入り、6位以下には西日

本シティ銀行、福岡銀行などの名前があるものの、県内に本拠を置く金融機関のシェアがいずれ

の業種においても高いと言える。 
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３．売上規模別上位 10 行ランキング 

売上規模別の上位 10 行ランキングは下記のとおり。いずれの規模でも大分銀行が 1 位で、2 位

は 5000 万円未満、50 億円以上を除いて豊和銀行。5000 万円未満では 2 位に中小企業が取引先に

多い大分みらい信金、50 億円以上では伊予銀行が入った。 

また、県外行の伊予銀行は 5億円以上 10 億円未満で 4位、10 億円以上 50 億円未満で 3位、50

億円以上で 2 位と規模が大きくなるとともに順位を上げた。50 億円以上の売上規模では 4 位にみ

ずほ銀行、5位に農林中金、6位に三菱東京ＵＦＪなど県外行が名前を連ねている。 
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まとめ＞＞ 

大分銀行が業種別、売上規模別ともに 1位を独占し、メーン取引企業数上位 5行までが地元金

融機関で 85.98％を占め、地元金融機関の存在感を示している。 

国内金融業界ではマイナス金利下における収益力の低下や異業種からの参入など、経営環境は

大きく変わりつつあり、過度な金利競争から脱却する新たなビジネスモデルへの転換が急務とな

っている。金融庁は、従来の信用保証・担保依存から「事業性評価」に基づく融資姿勢の転換

や、企業の経営支援を重視する「金融仲介機能のベンチマーク」の利用を金融機関へ積極的に呼

び掛けてきた。こうしたなか、2017 年 5 月に同庁が実施した企業向けアンケートでは、経営上の

課題をよく聞いてくれる地銀ほど、利回りの低下幅が緩やかとなる傾向が明らかとなった。こう

した金融仲介機能の十分な発揮に向け、地域金融機関においては金融庁が「平成 29 事務年度 金

融行政方針」で示す「持続可能なビジネスモデルの構築」への対応が急がれよう。 
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【 問い合わせ先 】（株）帝国データバンク 大分支店 担当：岩城大一 

    TEL 097-536-6363  FAX 097-536-1213 

 

当レポートの著作権は株式会社帝国データバンクに帰属します。 

当レポートはプレスリリース用資料として作成しております。報道目的以外の利用につきましては、著作権法の範囲内

でご利用いただき、私的利用を超えた複製および転載を固く禁じます。 


